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滋賀のヴォーリズ建築
　　　　〔第1回〕

吉 田 邸
現代の日本人が忘れかけている品
格を持った人格形成の場として住宅
を築く。今日に、「くらし」の視点と
素人的（レイマン）視点にたって体現
された、生き証人としてのヴォーリ
ズ建築の代表作である。
撮影　福井  均（湖東支部会員）
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第 50 回  建築士会全国大会「帯広大会」参加報告
　（社）日本建築士会連合会第 50 回建築士会全国大会 ｢帯広大会 ｣が平成１９年
９月８日（土）、開催されました。全国から多くの建築士会会員が集まり本会から
２６名が参加しました。

平成19年度 「建築士の日」の事業　第9回  「こだわり住宅賞」決まる
　第 9回「こだわり住宅賞」各賞が次の 4作品に決定いたしました。本年も県内各地より多数の素晴らし
い作品の応募が有り、特に優秀な作品 4点が最終審査会において選考され、9月 11 日滋賀県庁での表
彰式において各賞が嘉田知事より建築主に授与されました。尚受賞作品については 10月 5日より BBC
びわ湖放送「ビビットビーム」内にて放映されます、是非ご覧ください。

滋賀県知事賞 　　 　　　　 　　　　 増田龍一邸 （社）滋賀県建築士会会長賞　　　　　  伏木宏和邸

びわ湖放送賞 　　　　　　 　　　　  今城克啓邸 （社）滋賀県建築士会奨励賞　　　　　  藤井敏夫邸

牛梁組工法による堅固な小屋組を持った百余年を耐え抜いた古民
家、外部の修復は建設当時の意匠を忠実に守った補修とし、その内
部は、伝統工法による力強い松丸太の梁組による構造美を生かした
現代的空間として創り上げられ、高い評価を得た。

湖北地方の伝統的な欅普請の古民家、約 150 年前に現在の地に移築
され、再び再生された、室内の玄関土間、座敷廻り、囲炉裏の居間等
に見られる伝統様式のゆったりとした化粧天井を持つ住空間は、現代
生活を快適に送る場として見事に再生され高い評価を受けた。

永住の地を安曇川沿いの自然に恵まれた山村に求め、都会のマンショ
ン暮らしから移り住み、近くに残る煙草の乾燥倉を我が家の意匠のモ
チーフとして、建物に使用する木材をすべて地元産の杉材として地産
地消にこだわり、自然な生活と自然に溶け込んだ住宅が評価された。

自然に囲まれた好環境の中に、自然と共生できる住まいを求めて創られた
住宅。「光と風」を十分享受でき、恵まれた自然を如何に建物に取り組むか
という点に配慮された平面計画が高い評価を受けた。また地元甲賀産の杉
板を使った塀は周辺環境のレベルアップに貢献されていた点も評価された。
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　平成19年度専攻建築士審査・登録を10月より開始いたします。下記の予定にて申請受付をいたしますので、
ぜひ今年度専攻建築士の取得を目指してください。（滋賀県内の専攻建築士は現在97名です〔H19.07 現在〕）

　制度開始より時限経過措置の終了

専攻建築士制度を実施するに当り、制度開始年より平成18 年度までは経過措置として、緩和を行っておりま
したが、今回の平成19年度では、CPD単位緩和のみ適応いたします。
平成19年度は申請される方全員、CPD単位が必要です。但し、申請に必要な「CPD単位」は、「150 単位以上」
に緩和されます。

申　請　者（経過措置）ＣＰＤ１５０単位以上取得者

H19年10月～

H19年10月
　　　～11月

Ｈ20年2月下旬
　　～3月上旬

H20年5月
以降

～H20年2月

H19年11月
　～H20年1月

専攻建築士審査・登録　申請用紙の交付

研修型ＣＰＤのデータ登録

審 査 申 請 の 受 付

「認定委員会（士会連合会）」

専攻建築士登録簿への登録及び登録証の交付

審  査

審  査 （「審査運営委員会」）「審査評議会（滋賀県建築士会）」書 類 審 査

平成19年度 専攻建築士 審査・登録開始のお知らせ

　　　　　　●応募要項●
対　　象：県内小学生全員

部　　門：小学低学年（小学 1～ 3年生）部門
　　　　　小学高学年（小学 4～ 6年生）部門

応募方法：①画用紙（四つ切りサイズ以下）に自
　　　　　　由に絵を描いてください。
　　　　　　（画材は色鉛筆・クレヨン・絵の具・マジック・）　　　　　　　　  サインペンなど自由です。

　　　　　②応募券に必要事項を記入し、作品
　　　　　　の裏側にはがれないように貼り付
　　　　　　けてください。

　　　　　③作品が折り曲がらないように郵送・宅
　　　　　　配にて下記事務局までご応募ください。

　　賞　　：滋賀県知事賞、滋賀県教育長賞 他
　　　　　
提 出 先
・

お問い合わせ先

〒520-8585  大津市鶴の里16-1　
びわ湖放送株式会社内「家」絵画コンクール事務局  TEL：077-524-0153

　　　　　

主催：（財）滋賀県建築住宅センター　　共催：びわ湖放送（株）
後援：滋賀県・滋賀県教育委員会・（財）住宅保証機構・（社）滋賀県建築士事務所協会・（社）滋賀県建築士会・（社）滋賀県建築設計家協会

第 3回   「家」絵画コンクール

応募締切：平成20年1月31日（木）
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青年部会事業

2007年度あーき塾 『窓採りデザイン』セミナー開催のご案内

青年部会・女性部会の参加案内事業についての共通申し込み用紙 
□ 窓採りデザインセミナー〈青年部会〉  　□ 建築士会親睦ゴルフコンペ〈青年部会〉 
□ 秋の研修見学ツアー〈女性部会〉 

お申し込みはFAXにて・・・（社）滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉 

※お申し込みになる事業の方にチェックをつけて下さい。 ※青枠は建築士会親睦ゴルフコンペ、秋の研修見学ツアー申し込みの方のみご記入下さい。 
※建築士会秋の研修見学ツアーの会費は会員3,000円・会員外5,000円です。 〈建築士会親睦ゴルフコンペ〉 〈秋の研修見学ツアー〉 

氏　　　名 当日連絡先・TEL年齢 会　　費 乗車場所 支 部 名 

支部 

支部 

支部 

支部 

会員 ・ 会員外 彦根IC ・ 大津IC

会員 ・ 会員外 彦根IC ・ 大津IC

会員 ・ 会員外 彦根IC ・ 大津IC

会員 ・ 会員外 

参考HD

彦根IC ・ 大津IC

  お問い合わせは… （TEL.077-522-1615） 

　先月号の「家」にも予告させて頂きました 2007 年度あーき塾ですが詳細も決定しましたので改めて募集
をさせて頂きます。尚、諸般の事情により予定しておりました「風水についてのセミナー」が「女性のニー
ズを捉えた住まい提案について」に変更となりました。「風水」にご興味を持たれている方には大変申し訳
ありません。しかし変更しました上記のテーマは、昨今、住まいの建築、購入時に水廻り、色のみならず、
あらゆる部分で決定権を握りつつある女性のニーズに焦点をあてた興味深いものです。ふるってご参加頂き
ますようご案内申し上げます。

　　●日　　時：平成 19年 11月 9日（金）18：15～ 20：15（開場は 18:00 ～）　●参加費用：無料
　　●場　　所：野洲市　野洲中央公民館　第１会議室　TEL. 077-587-1125
　　●テ ー マ：「通風･日照について」､「女性のニーズを捉えた住まい提案について」
　　●講　　師：ＹＫＫＡＰ（株）より派遣の講師による　　　　
　　●参加申込：共通申し込み用紙（下記）にご記入の上、本会事務局までＦＡＸして下さい。
　　●参加締切：10月 31日（水）  ※定員になり次第締め切ります。（定員：40名予定）

ま　  ど

（社）滋賀県建築士会青年部会　第 1回 ゴルフコンペ開催のお知らせ！
　拝啓　残暑厳しい日が続く中、貴殿におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は、（社）滋賀県建築士会 青年部会の活動につきまして、深い御理解と多大なるご支援を賜り心より
厚くお礼申し上げます。　
　さて、下記の通り、ゴルフコンペを開催させて頂きたいと思います。
　このゴルフコンペは、ゴルフというスポーツを通じて（社）滋賀県建築士会 
会員様相互、また青年部会と会員様の親睦と情報の共有をはかっていただける
場として企画致しました。
　参加者の皆さんには大いに楽しんでいただけるよう、景品等も用意しておりますので気軽に多数の参加
をお待ちしております。

日　　時：１９年 １１月 ４日（日） 雨天決行　　＊集合 AM ８：３０    ＊ AM９：３６ IN スタート
場　　所：名神竜王カントリー倶楽部　〒528-0065 甲賀市水口町春日 1616　TEL.0748-62-4387
主　　催：（社）滋賀県建築士会 青年部会
費　　用：２１,０００円（プレー費・昼食・キャディー・コンペ費含む）（その他実費は自己負担でお願いします。）
競技方法：１８ホールストロークプレー　ダブルペリア方式　尚、組み合わせ表は当日受付にてお渡しします。
　　　　  ※ 金属スパイクシューズでのプレーが禁止されておりますのでご注意下さい。
募集人員：恐れ入りますが準備の都合上、7組、先着 28名になり次第、締め切りさせていただきます。
参加申込：１０月２５日（木）までに、共通申し込み用紙（下記）にご記入の上、本会事務局までＦＡＸして下さい。

〔ＣＰＤ　2単位〕
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神戸方面へ秋の建築エキスカーションを盛りだくさんの内容で計画しました。
会員交流もかねて、楽しいバスツアーです。男性会員の方もどうぞお気軽にご参加ください。 

　　●日　　時：平成 19年 11月 14日（水）

　　●集　　合：彦根駅 7時 45分（8時出発）時間厳守　　大津駅 8時 45分（9時出発）時間厳守

　　●行　　程：

　

　

　　●見 学 先：午前中はＡＺｆｉｖｅ 六甲（ＹＫＫＡＰ大型ショールーム）でサッシの基本性能を　　
　　　　　　　　実物で体験見学。
　　　　　　　　午後からは神戸の隠れた名所相楽園と最古の民家・箱木千年家の見学。
　　　　　　　　昼食はホテルプラザ神戸のランチバイキングを楽しんでいただきます。

　　●参加費用：会員  ３,０００円　　会員外  ５,０００円　　

　　●募集人員：３０名（定員になり次第締め切り） 

　　●申込み先：共通申し込み用紙（P4下記）にご記入の上、
　　　　　　　　本会事務局までＦＡＸして下さい。

　　●当日連絡先：大村（090-167-95815）　　橋本（090-171-76084）

11 月 30日から東近江市の開発許可の基準が変わりますのでお知らせします。

　開発許可基準変更の概要

　1. 開発許可面積が変更になります。（許可が必要）
　　市 街 化 区 域：道路を築造する場合 300 ㎡ 以上。（1,000 ㎡ 以上の開発は、以前と同じです。）
　　湖東都市計画区域：道路を築造する場合 300 ㎡ 以上。1,000 ㎡ 以上の開発。

　2. 開発区域に対する公園等の面積は 4％以上となります。

　3. 布引台地区地区計画内（県・市土地開発公社の分譲地）において、建築物の新築を行う時は、都市計画法
　　第 43条による建築許可が新たに必要になります。
　　（なお、布引台地区地区計画内における行為の届出は、以前と同じく必要です。）

　4. 病院、学校、社会福祉施設は開発許可が必要になります。

　　平成 19年 11月 30日から適用になります。

　　その他、詳しいことは、開発調整課（TEL 0748-24-5657）にお尋ねください。
　　なお、「東近江市開発許可の基準等に関する条例」は
　　東近江市ホームページ（http://www.city.higashiomi.shiga.jp）でもご覧になれます。

東近江市からのお知らせ

女性部会主催

Doシリーズ№48  秋の研修見学ツアーのお誘い

相楽園  ハッサム邸（公開中） 相楽園　姫路藩主の船屋形箱木千年家 相楽園　小寺家　厩

〔ＣＰＤ　3単位〕

彦根 彦根IC 大津IC
名神 名神 名神 

JR 大津駅前 大津IC 京都桂川SA

名神 
JR 大津駅前 大津IC

西宮IC

六甲アイランド北IC
YKKAP 住宅工法工程管理技術センター 

YKKショールーム 
10：30

8：00 9：00

11：40 12：40 13：00 13：40

14：20 18：00頃 15：00

11：30

阪神 

ホテルプラザ神戸 相楽園 

箱木家住宅 西宮北IC 京都桂川SA
中国名神 

大津IC 彦根IC 彦根 
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支部だより

　去る8月8日(水)
午後 6時 30分より
アヤハレークサイ
ドホテル屋上にて、
毎年恒例となって
おります大津支部
びわ湖花火大会鑑
賞会を実施いたし
ました。昨年は台
風等の影響で開催
日が当日になって延期となるハプニングがありましたが今年は
夕立等降ることも無く好天の中開催することが出来ました。ま
た今年は定員一杯の大勢の会員やご家族、職場同僚の方々にも
参加していただき大変賑やかに楽しく花火を鑑賞できました。
　地上からではなくビルの屋上からビール片手に鑑賞する花火

はまた格別なもので
す。来年も花火大会鑑
賞会を実施する予定
ですので支部会員及
び関係各位の方々の
ご参加をお待ちして
おります。

　尚、ご案内が出ま
したらお申し込みは
お早い目に !

　９月７日（金）から 9日（日）にかけて建築士会全国大会（帯
広大会）に甲賀支部からは竹田と井島の 2名が参加しました。
くしくも台風が後を追って北海道に上陸をしましたが、大会
当日は台風も通りすぎて、暑いくらいの好天となり、トップ記
事のように帯広の「とかちプラザ」で開催された大会に参加し、
北の大地を満喫しました。
ここで、3日間の研修？（観光）の一部を今月と来月号で紹介
します。
一つ目は帯広の中札内美術村（地元六花亭製菓が運営する古建
築を移築し美術館として再生）

二つ目は小樽の貴賓館（にしん御殿旧青山別邸）材料と書画に
贅を尽くした北海道屈指の豪邸と北海道開拓の村にある旧青山
家漁家住宅。

次号は北海道の最新の話題の建物を紹介します。

　建築物の安全確保を図るための改正基準法が、6月 20 日に
施行されて、はや 3ヶ月を迎えました。特に今回の厳格化に伴
い、提出書類が増え申請書類に盛込むことが義務付けられた要
素がいくつかあります。また今回の法改正が世間一般に周知さ
れていないためになぜ「日数がかかるのか？」とか「変更ができ
ないのか？」等々説明をしてもなかなかお施主様には理解して
もらえない毎日でございます。
　現実離れした法に「怒り」や「困惑」はありますが、我々建築
士は法律に則った業務を求められています。そこで今回湖南支
部では、どうすればうまく「法改正」と付き合って行けるかを
考え講習会を企画しました。

湖南支部

『建築基準法改正に伴う講習会』開催の
ご案内

　講演では、財団法人 滋賀県建築住宅センター様より直接講
師をお迎えし、『１. 申請の記載例』、『２. 現在の状況』等のお話
をいただきます。
　実務を行う上で聞いておかれた方がいいお話ですし、審査機
関のホンネも聞けると思います。設計、施工、工事監理に携わ
る皆様方、是非この講習会に出席くださいます様ご案内いたし
ます。

●主　催：滋賀県建築士会湖南支部
●日　時：平成 19年 10月 19日（金）　午後 2:00 ～午後 4:00
●場　所：草津西口 クサツエストピアホテル　２階 瑞光の間
●講　師：財団法人 滋賀県建築住宅センター   
　　　　　業務推進課長  山中　誠 様
●参加費：無　料　　　　　　
●参加人数：先着 60名
●申込日締切日：平成 19年 10月５日（金）
●問い合わせ：湖南支部事務局 （有）SUM建築デザイン 内堀まで
　　　　　　　TEL. 077-562-8220

大津支部

恒例 大津支部
びわ湖花火大会鑑賞会実施 !

甲賀支部

建築士会全国大会（帯広大会）に
甲賀支部から2名参加！
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●防災・耐震・まちづくりフォーラム・木造伝統構法彦根研究会
　木造伝統構法による耐震補強ワークショップ
　2005 年から始めている「防災・耐震・まちづくりフォーラム」
の分科会「木造伝統構造法彦根研究会」では、金沢工業大学名
誉教授の鈴木有先生を座長にお迎えして、研究会を進めてき
ました。
　滋賀県に多い木造伝統構法で作られた家の耐震補強例を、
一般市民のみなさまにも参加いただくワークショップで、耐
震補強の事例づくりをいたします。

●コーディネーター : 滋賀県立大学 環境科学部 教授 柴田 いづみ
●場　所 : 彦根市 花しょうぶ通り ひこね「街の駅」寺子屋力石 
　　　　   ( 江戸時代に寺子屋として続いた町屋形式の建物 )
●期　間 : ９月２９日～１０月２８日 すべての土日祭日
　　　　　９時～ 5時
　　　　　月曜日を除く平日でも、希望により常時参加、見学可能
● CPD単位 各日 2 単位 申請中
●問い合わせ先 : 滋賀県立大学環境科学部控室 
　　　　　　　　TEL:0749-28-8301
　　　　　　　　ひこね「街の駅」寺子屋力石 
　　　　　　　　TEL:0749-27-2810

●日　時：平成 19年 9月 22日（土）
●場　所：滋賀農業公園　ブルーメの丘（日野町）
　9月三連休の初日の土曜日に湖東支部のメインエベント家
族会を開催しました。例年では夏休みに行っていましたが今
年は役員改選等もあって、9月になりました。近場でとの事
から湖東支部の地域内、日野町の「ブルーメの丘」で、現地
集合となりました。参加者 20数名はみんなで昼食の後ピザ
作りを楽しみました。
リピーターも多く普段
できない家族サービス
と会員の交流に楽しい
一日となりました。今
年こられなかった人は
来年にはぜひ参加くだ
さい。（T）

　長浜あざいあっぱれ祭り２００７・プレミアムステージが長浜
神照運動公園でファイナルステージが浅井文化スポーツ公園で
８月３１日・９月１日に盛大に開催されました。滋賀県内はも
とより、福井・京都・大阪・愛知・岐阜等から集まった踊り子
３０チーム・約千人が赤・紫・青など色とりどりの衣装に身を
包み、迫力のあるＹＯＳＡＫＯＩ演舞を披露し、観客を魅了し
た。祭り終盤闇に浮かび上がったステージでゲストの「琉球國
祭り太鼓」・優勝あっぱれ大賞受賞の「近江紅天女」の演舞がカ
クテル光線とレーザー光線の飛び交う中おこなわれ、会場の熱
気は最高潮となり、総踊りそしてフィナーレの打上げ花火とな
り閉幕した。暑かった夏の終わりを感じるとともに、この湖北
で日本の伝統を受け継ぐ、新文化にであった思いがした。

湖西滋賀支部

2007 年号機関誌「家」67ページ「専攻建築士  誕生！」の名簿におきまして、誤りがございましたのでお

詫び申し上げまして訂正させていただきます。

誤）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　

正）

お詫びと訂正

峯崎　聰明 湖東 設計 　 紛争調停

峯崎　聰明 湖東 設計 　

湖東支部
家族会を開催しました

彦根支部
彦根支部からのワークショップのお知らせ

湖北支部
ぼくらの夏は終わらない

「長浜あざい  あっぱれ祭り2007」開催される 

　中越地震など地震災害が発生して、都市の地震防災対策が
大きな社会テーマになっています。この対策の中で社会基盤レ
ベルでの対策として、1. 地震動予測地図、２. 各自治体の地域
防災計画、３. 電気事業の防災対策、４. 都市ガスの防災対策、
５. 鉄道の防災対策、６. 電気通信事業の防災対策、７. 建築・
土木の構造物防災対策、などがあります。
　近年の特徴として情報化社会の中で、電気通信すなわち電
話やメールによる個人レベルの安否確認問合せが頻発し、通
話不能が発生しています。
　ＮＴＴによると、中越地震時、通話量は平常時の５０倍で、
被災地外からの問合せがほとんどです。しかも通話制限した上
です。ＮＴＴでは被災者が災害伝言ダイヤル＜１７１－電話番
号＞に伝言録音するとか、インタネットで、https://www.
web171jp に伝言登録すれば、問合せ者は安否確認について
直接電話せずに、上記電話番号やアドレスにアクセスすれば
良いとのことです。しかし、被災者が伝言登録する余裕を持っ
ていなければ問合せ者はアクセスしても安否確認できません。
安否情報登録も個人レベルでなく避難者が団体化して登録す
ることを考える必要もありそうです。Ｗｅｂやメディアをう
まく使うシステムを考えることが有効です。
　湖西地区は各断層などがあっていつ活動するかと言われて
います。安否情報発信システムを普段から勉強しておいて、
いざという時に問合せ者に伝達できるように心掛けましょう。
（Ｎ．Ｍ）

都市の地震防災対策
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月刊「家」からのご案内
                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （情報広報委員会）

　月刊「家」では滋賀県内で市民活動やまちづくり活動などの地域貢献活動に頑張っておられる建築士会
会員とその団体を月間「家」の誌面を通して応援いたします。情報発信の媒体として開催事業のインフォ
メーションを中心に各種の案内協力を予定しております。是非ご利用ください。

　○対象団体：建築士会会員が 2名以上所属する市民団体（宗教、政治団体を除く）
　○団体登録：事前に団体名、所在地、代表者名、活動内容、所属建築士名（2名以上）などを事務局まで
　　　　　　　届け出ていただく必要が有ります。
　○掲載月　：毎月 10日までに原稿提出をいただいた場合は翌月号の掲載となります。　

詳しいことは事務局までお問い合わせください。事務局TEL.077-522-1615

　びわこホールやびわこ博物館が面するなぎさ通りのめぐまれた位置にあ
る我が建築士会活動の拠点、建設会館あたりを画いてみました。 落合輝夫

　米国人ウィリアム・メレル・ヴォーリズは、明治４４年、八幡商

業高校の教え子である吉田悦蔵とニューヨークのコーネル大学建

築家を卒業した建築技師のチェーピンを加えて、ヴォーリズ合名

会社を現在の近江八幡市魚屋町に設け、建築事務所を開設した。

　第一号の作品として、大正２年に近江ミッション池田町住宅と

して、４棟のうちの最初の住宅が吉田悦蔵の住んでいた吉田邸で

ある。ギャンブルルーフとクラシックな玄関ポーチを備えたコロ

ニアル式の特色を備えるものである。昭和５年には大規模な増改

築が行われた。昭和２８年には、悦蔵の母柳子が洋風生活に慣れ

ない為、日牟礼八幡宮にあった茶室を移築して柳子の個室とした。柳子は、神戸で手広く回船問屋を

営んでいた阪田彌右衛門の三女として生まれた。彌右衛門は何十隻という千石船をもって商才に長け

た事業家であった。そのような功績もあり、茶室の板欄間には舟板をしつらえている。また明治期の豪

商との付き合いもあり、ブルーノ・タウトデザインのデスクを大切に使用されている。

　大正期には、日本の文化の発展を願って住宅改善運動が西村伊作・あめりか屋の橋口信助・ヴォー

リズらによって洋風生活化が全国に拡がりを見せた。吉田邸はそういった中で洋風の住文化を通した

実験的住宅「近江家政塾」としてヴォーリズ建築モデルハウス第一号として建築されたものだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  石井和浩

吉田邸

10月の暦 情報広報委員会

三役会　理事会

一級木造製図試験

滋賀県知事表彰式

事務局会議

青年部事業（郡上八幡）


